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＜連絡事項＞

・9/10日曜日に西Ａが断水となる為、タンクを庶務に依頼しています。明日取りに行ってください。
＜患者様連絡事項＞

・大久保　光男様～本日、北病棟へ転出となっている。

・本日15:00入院1名予定あり。詳細は下記参照。

・澤田　真理様～本日15:20やまばと寮へ退院となっている。

・小田　沙耶加様～生理痛訴え、ロキソプロフェンNa(60)1T  1×疼痛時/10回処方となっている。ナプキンを持参依頼の為、母様へ連絡している。
・工藤　綾子様～本日、日赤病院の消化器内科と婦人科を受診となっている。持参薬の受け取りと鑑別を行っている。次回は9/22(金)消化器内科と整形外科受診となっている。

・上川原　豊様～自己服薬管理の今後の日程は、9/1～1日分、9/10～3日分行っていくこととし、前日の準夜で渡してセットしていきます。※治験薬はまだスタッフ管理とする。他に、9/12  14:00生保担当者が来院予定となっている。ＳＷはつかないとのこと。

・大橋　照子様～粥の量を見て、食欲減退するとのことで、本日昼から「粥軽々ハーフ食」へ変更となっている。本日、日赤病院へ輸血の為、外出している。本日、保険証を忘れ、後見人から医事へ預っており、2～3日内に家族が来院するとのことで、来院時は日赤に持参するよう説明してください。

＜伊藤Dr診察＞

・大上　なみ様～周囲から見える状況で、胸部を出さないよう主治医より注意を受けている。紹介状は家族から連絡来次第、作成するとのこと。

・小笠原　文人様～同室者の奇行について話しているが、口調は落ち着いている。距離をとるようにとの説明を受け了承している。

・山本　久美子様～幻聴は声ではなく、考えが入ってくる感じと話す。プログラムへの参加については拒否強い。処方の変更なし。血圧高値については、経過観察とし、少し休んでから測定する、高い時は水銀計で測定するなどの対応をするよう指示あり。

＜要注目患者様ケース検討＞

・松永　勘五郎様～頭部については「3回洗っているから良い。」と話しているが、乾燥している。治験薬貼付部の発赤は右腹部に見られている。引き続き、皮膚状態の観察を行っていく。

・上川原　豊様～イライラないが、時折、表情硬くすることあるも、訴えはありません。

・佐々木　理佳様～日課の遅れ目立ち、時間が経ってから「食事に行っても良いですか？」「昨日、お風呂に入ってないから今日Ａユニットで入って良いですか？」などと訴えること多い。決まった時間以外では対応しないよう、統一してください。また、9/10外出予定となっている為、今後の方向性について確認を行ってください。

・小田　沙也加様～本日は、ＯＴへ取り組むも、腹痛を理由に途中退席している。退院後は、訪問看護・デイケアの利用をしていくこととし、退院が決定し次第、ＳＷへ連絡してください。明日、9:30母が面会に来るそうです。
・山口　富造様～起床時に眩暈の訴えあったが、ふらつきは見られていない。また、水分摂取でのむせ込みも見られていない。ＯＴへは拒否されているが、認知症状予防に何かに取り組んだ方が良いと考えられる為、次回診察時に主治医へ導入の有無を確認してください。

・和田　昌様～電気シェーバーで頭髪や陰毛を剃り、自室内に散らかし、同室者よりクレームあり。介入に怒鳴る・聞き入れない状況。他者トラブルに注意してください。

・下川戸　長司様～外出泊について、主治医より話があった為、担当スタッフは調整を行ってください。

＜新入院患者様情報＞

氏　　名：相内　里紗（あいない　りさ）様

　生年月日：平成10年5月15　（19歳）

　病　　名：摂食障害

  病　　棟：西Aユニット42号室

　入院形態：任意入院
　主 治 医：伊藤Dr

　　入院までの経過：

　中学3年生時にいじめにあい数日学校を休んだが、その後は通うことができていた。中学卒業後は三戸高校へ進学するも、再びいじめにあい学校へ行くことができなくなり、「死にたい」と話し、ベランダから飛び降りようとすることもあった。その後は保健室登校を経て通常に登校ができるようになった。

　高校卒業後は、八戸市内の医療事務の専門学校へ進学。高校2年生時より交際していた相手と遠距離となり、別れてから気分変動・希死念慮が出現。自傷行為もみられ、食事摂取量も偏りがあり、太りたくない、きれいになりたいという思いから下剤で体重コントロールをしていた。本人、母様より症状改善目的のため、Ｈ29.7.25当院初診となる。以後、定期的な外来通院をしており過食・下剤乱用をやめられないことや、友人や母様(双極性障害)の関係に悩み診察時泣き出すことあり。担当医より入院治療をすすめると同意している。

　Ｈ29.9.8　15:30　症状改善目的にて西病棟Ａユニットへ任意入院となる。
※担当：濵谷Ｎｓ　油津Ｃｗ

※ＧＡＦ：35

※プログラム：未導入

※洗濯：自己　(明日家族が洗剤と衣類を持ってくる予定)

※処方：継続指示(便秘時：アローゼン　1～2Ｐ/日)　　臨時薬なし
※採血：9/9指示あり

※携帯電話使用許可出ている　契約書記入済み

※担当医と家族・本人との約束

　①毎週体重測定は金曜日の起床直後のみ　(今週は9/9(土)起床時)

　②家族面会時は、医師の指示があるまで差し入れ、薬、サプリメントなどを本人に渡さない
　③医師の許可があるまで間食は禁止
　④医師の指示以外の継続指示使用は禁止、指示以上の下剤の服用は禁止
＜歯科＞

・山下　拓也様・小笠原　久年様・大上　なみ様・竹洞　聡様～治療継続。

